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福田一郎コレクション展～ＦＵＫＵＤＡ ＨＯＵＳＥを再現

ドアを開け、玄関に足を踏み入れる。下駄箱には当然靴などが並んでいるはずだ。それもたいてい扉は閉められているものだが、

そこは開いており、５段の下駄箱のうち靴があるのは１段だけ、それもかなりゆとりをもって何足かが居心地悪そうに並んでいる。

残りの４段にはぎっしりと音楽雑誌が詰まっており、さながら資料室の趣。ここの主役は明らかにこの雑誌だ。中でも異彩を放つ

パスポートサイズのものを１つ手に取ってみた。タイトルは「JET MAGAZINE」、リリースは１９５３年とある。それはロックという新しい

音楽が若者たちの間で今まさに爆発しようとしていた頃－－－「EBONY」とともに米国で最もポピュラーな黒人向け雑誌だ。

芸能人や政治家の記事、広告デザインが時代を感じさせる一方で新鮮に映る。思わず見入ってしまいそうな視界が次の瞬間

別のものを捉えた。壁にはStevie Wonder「Talking Book」のゴールド・ディスク、その他プラチナ・ディスクの数々。玄関が貴重な

音楽資料で埋め尽くされており、ため息とともに目があちこちに泳いで視点が定まらない。玄関がこの状態ということは・・・

もはや言うに及ばず。リビングや書斎の壁一面の棚やデスクはもちろん、音楽関係の雑誌・書籍、ちょっとした記事の切り抜きや

それらを集めたスクラップファイルなど、ありとあらゆる音楽関係の資料がうず高く積み上げられており、床が見えない。しかも

その資料群のどこか１点を集中して見れば、アーティストからの直筆メッセージやサインが入ったレコードが何気なく置かれている。

その光景は圧巻というほかない。この部屋（正確にはこの部屋を含めて３戸、もちろんすべて同じ状況だ）の主は生前、どこに何が

あるか把握していたというから驚きだ。

氏の収集した音楽遺産すべての整理とデータベース化が完了いたしました。ここに福田一郎コレクションの一部
を用い、音楽に魅了され、生涯、音楽を旅し続けた一人の男性、福田一郎氏の業績と人物を、氏の自宅、
FUKUDA HOUSEに皆様を招待するというかたちでご紹介したいと思います。この展示会の企画と開催につきまし
ては本学PMCの顧問である立川直樹氏にご指導、ご協力を得ています。

金沢工業大学PMC

PMC（ポピュラー・ミュージック・コレクション）は金沢工業大学ライブラリーセンター３Ｆにあります。ロック、
ジャズをはじめ、あらゆるジャンルのアナログ・レコードを中心に２０万枚を所蔵しており、そのすべてが
全国の方々からのご寄贈によるものです。レコードやＣＤを鑑賞していただくためにはボディ・ソニック
（体感音響装置）を設置しており、ご自分のレコードやＣＤを持ち込んで聴くこともできます。ＰＭＣは本学
学生にとってのリラックスゾーンであるとともに、一般の方もご利用可能な施設です。一般の方のご利用は、
ライブラリーセンター１Ｆ受付までお申し出下さい。

福田 一郎（ふくだ いちろう） １９２５年２月１６日－２００３年９月４日

東京都江東区深川生まれ、横浜育ち。日本大学工学部機械工学科卒業。
音楽評論家。洋楽評論、文化人のテレビ出演の草分け的存在。
在日米軍調達本部に勤務中、モダン・ジャズと深く関わるようになり、評論・ＤＪを始める。文筆をもってジャズ、ロック、
ポップスの評論・紹介にその全力を傾注、半世紀に及ぶ懸命な啓蒙活動によって、日本の大衆音楽の中に洋楽の
基盤を定着させることに大きな功績を残した。また海外のミュージック・ビジネスの現状についての紹介・解説にも力
を注ぎ、レコード産業界の発展に多大な役割を果たした。日本レコード大賞、有線大賞、銀座音楽祭などの
審査員を務める。肝不全のため死去。享年７８歳。

→Tom Petty & The Heartbreakers / The Last DJ
トム・ペティ＆ザ・ハートブレイカーズ / ザ・ラスト・DJ

「これは俺のテーマ曲だ」福田氏が晩年気に入り、亡くなる直前まで
出演していた『ロッキン・グルーヴ』（ＦＭ横浜）で度々かけていた曲。

お問い合わせ：金沢工業大学ＰＭＣ運営室 〒９２１－８５０１ 石川県石川郡野々市町扇が丘７－１ ＴＥＬ ：０７６－２９４－６４３７ ＦＡＸ ：０７６－２９４－６７９７


